
南
部
小
学
校
入
学
式
・
平
成
２
７
年
４
月
９
日

〈
3月
定
例
会
〉

〈
3月
定
例
会
〉

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

Ｐ
１
６

Ｐ
１
８

Ｐ
１
９

Ｐ
２
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
２

Ｐ
４

Ｐ
６

Ｐ
８

●
予
算
概
要

●
一
般
会
計
予
算
・
重
点
事
業
と
ポ
イ
ン
ト

●
予
算
審
議
、地
方
創
生
関
連
予
算

●
一
般
質
問（
８
人
が
登
壇
）

●
常
任
委
員
会
活
動
報
告

●
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
活
動
報
告

●
追
跡
調
査

●
よ
う
こ
そ
み
な
べ
町
へ
・
お
知
ら
せ

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

Ｐ
１
６

Ｐ
１
８

Ｐ
１
９

Ｐ
２
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
２

Ｐ
４

Ｐ
６

Ｐ
８

●
予
算
概
要

●
一
般
会
計
予
算
・
重
点
事
業
と
ポ
イ
ン
ト

●
予
算
審
議
、地
方
創
生
関
連
予
算

●
一
般
質
問（
８
人
が
登
壇
）

●
常
任
委
員
会
活
動
報
告

●
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
活
動
報
告

●
追
跡
調
査

●
よ
う
こ
そ
み
な
べ
町
へ
・
お
知
ら
せ



みなべ町議会だより　第40号　平成27年5月

防災、教育の充実

３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
19
日
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て
の
町
長
の
施
政
方
針
表
明
が
あ
り
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算
、
６
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
、

条
例
改
正
な
ど
、
38
議
案
、
諮
問
１
件
、
発
議
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

３月定例会

141億3,020万円
（前年度比　14億5,395万円増）

平成27年度　7会計総額

◦国民健康保険特別会計
２５億１，７９６万円（３億７,６５９万円増）

◦後期高齢者医療特別会計
２億７，９３８万円（８５２万円減）

◦介護保険特別会計
１５億５６８万円（３,７２９万円減）

◦農業集落排水事業特別会計
３億８４７万円（１,２４３万円増）

◦公共下水道事業特別会計
６億３，４４３万円（７,６８８万円減）

◦簡易水道事業特別会計
１億７，３２８万円（６,０８８万円減）

◦一般会計　８７億１，１００万円
（９億５,３９５万円増）

◦特別会計　５４億１，９２０万円
（７億８,０９５万円増）
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一般会計予算87億1,100万円 （前年度比9億5,395万円増）

保健・福祉政策の充実

地方消費税交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
利子割交付金
地方特例交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金

1億8,000万円（2.1％）
8,200万円（0.9％）
2,100万円（0.2％）
550万円（0.1％）
400万円（0.1％）
400万円（0.1％）
250万円（0.0％）
150万円（0.0％）

諸収入
財産収入
寄付金

1億4,273万2千円（1.6％）
525万3千円（0.1％）

2千円（0.0％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料

自主財源　24億1,273万3千円（構成比27.7％）
依存財源　62億9,826万7千円（構成比72.3％）

8,730万円（1.0％）
8,561万6千円（1.0％）

繰越金 5,000万円（0.6％）

繰入金 7億1,771万円（8.2％）

地方交付税
36億円
（41.3％）

国庫支出金
8億3,719万6千円
（9.6％）

国庫支出金
8億3,719万6千円
（9.6％）

町税
13億2,412万円
（15.2％）

依存財源
62億9,826万7千円
（72.3％）

自主財源
24億1,273万
3千円（27.7％）

自主財源
24億1,273万
3千円（27.7％）

町債
7億2,720万円
（8.3％）

町債
7億2,720万円
（8.3％）

県支出金
8億3,337万1千円
（9.6％）

県支出金
8億3,337万1千円
（9.6％）

総務費
7億4,987万
6千円
（8.6％）

民生費
19億6,842万5千円
（22.6％）

衛生費
6億9,884万9千円（8.0％）

農林水産業費
10億6,433万8千円（12.2％）

議会費　9,141万6千円（1.0％）

商工費　8,304万5千円（1.0％）

予備費　1,000万円（0.1％）

土木費
8億3,419万
3千円
（9.6％）

教育費
11億4803万3千円
（13.2％）

公債費
15億8,554万2千円
（18.2％）

災害復旧費
9,652万4千円（1.1％）

消防費
3億8,075万9千円（4.4％）

一般会計
歳入総額
87億1,100
万円

一般会計
歳出総額
87億1,100
万円

歳出の状況

（注）単位未満四捨五入

（注）単位未満四捨五入

歳入の状況
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重点事業と注目ポイント平成27年度　一般会計
農林水産建設・土木

「梅食育普及推進協議会負担金」は、梅の食育を
目的とした読みやすいマンガ仕様の本を田辺市と共
同で作ります。全国22300校の小学校と図書館3200
ヵ所に配布します。

町道改良工事は社会資本整備総合交付金（国65%）
を活用。高城トンネルは交通安全対策事業も活用しま
す。

ここがポイントここがポイント ここがポイントここがポイント
ここがポイントここがポイント

建設・土木 農林水産 教　育

保健・福祉

総　務

防　災

教　育

保健・福祉

総　務

防　災

地域活性化補助金は、４月から公募開始、新規
性・公共性があり活性化が期待できる事業に取り組
む5人以上の団体に補助します。
長期総合計画は10年ごとに見直し。合併10年を経

過したので作り直します。

ここがポイントここがポイント
屋内運動場天井等改修は、雨漏れの補修、天井材

の撤去、照明器具の取替え等、児童生徒の安全面を
特に考慮しています。

●南部中学校エレベーター設置工事
●国体みなべ町実行委員会補助金
●屋内運動場天井等改修工事
　（３小学校、２中学校）

…4300 万円
…1億 9611 万円
…1億 6600 万円

●野菜花き産地支援事業補助金
●世界農業遺産推進協議会負担金
●梅食育普及推進協議会負担金
●岩代漁港海岸防潮堤改良工事請負費

……1308 万円
……210 万円
………540 万円
…750 万円

●町道東神野川線改良工事
●町道滝線改良工事
●町道浜線改良工事
●町道高野沼川線トンネル測量
　　　　　　調査設計業務委託料

…………8100 万円
…………………9600 万円
…………………2550 万円

…5000 万円

●子育て世帯臨時特例給付金
●子ども医療費扶助費
●高齢者鶴の湯温泉等入浴料補助金
（国民宿舎も対象）

…………733 万円
………………4533 万円

…274 万円

●津波避難施設設計業務委託料
●防災広場関連測量設計業務委託料

……2500 万円
…1000 万円

子ども医療費扶助費のうち、対象年齢を15歳から18
歳へ引き上げる分が720万円です。鶴の湯温泉入浴料補
助は、国民宿舎も対象となります。

ここがポイントここがポイント
防災広場を造成し、防災拠点として活用します。
幼稚園、保育所の高台移転先にも予定しています。

ここがポイントここがポイント
紀南環境広域施設組合は、平成30年稼動目標の最
終処分場の負担金です。みなべ以南2市8町の施設組
合の用地購入、立木補償等に使われます。すさみ町
清掃費負担金は、前年度比600万円減です。

生活・環境

ここがポイントここがポイント

生活・環境

鶴の湯は新しく㈱日本テクノに指定管理委託を契
約（管理委託料1380万円）し、施設の魅力ある運営
をして頂きます。観光協会補助金のうち200万円
は、新しい観光パンフレット作成費です。

商工・観光

ここがポイントここがポイント

商工・観光

●みなべ町観光協会補助金
●国民宿舎駐車場敷地購入費
●国民宿舎生ゴミ処理機購入費
●鶴の湯温泉管理事業費

……………720 万円
………1150 万円
………820 万円

……………1704 万円

●ごみ焼却場焼却施設解体工事

●すさみ町清掃費負担金

●紀南環境広域施設組合負担金

…１億 896 万円

………………9362 万円

……2511 万円

●地域活性化補助金
●長期総合計画作成委託料

……………………50 万円
……………400 万円
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千
里
ヶ
丘
球
場
の

        

使
用
に
つ
い
て

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野

球
チ
ー
ム
と
国
民

宿
舎
等
と
の
割
り
振
り
が

で
き
る
の
か
。

町
内
の
宿
泊
施
設

を
使
っ
て
球
場
を

利
用
す
る
団
体
は
６
ケ
月

前
か
ら
、
そ
れ
以
外
は
３

ヶ
月
前
か
ら
の
予
約
に
な

っ
て
い
ま
す
。
棲
み
分
け

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

QA
予
算
審
議
に
お
け
る
主
な
Ｑ
＆
Ａ

こ
ど
も
園
に
つ
い
て

何
年
度
を
目
途
に
、

こ
ど
も
園
に
移
行

す
る
の
か
。

上
南
部
こ
ど
も
園

は
、
28
年
度
に
。

　

南
部
こ
ど
も
園
は
、
愛

之
園
保
育
園
と
南
部
保
育

所
、
南
部
幼
稚
園
の
３
つ

を
１
ヶ
所
に
集
約
。
高
台

移
転
に
合
わ
せ
た
こ
ど
も

園
を
着
工
す
る
予
定
で
す
。

電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

電
算
シ
ス
テ
ム
の

費
用
の
削
減
を
考

慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

同
じ
機
種
を
使
用

す
る
市
町
村
が
共

同
で
行
う
の
が
一
番
手
っ

取
り
早
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
研
究
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

長
期
総
合
計
画
作
成

町
の
長
期
総
合
計

画
を
つ
く
る
の
に

外
部
委
託
を
す
る
と
い
う

の
は
ど
う
か
。
町
の
職
員

で
で
き
な
い
の
か
。
委
託

先
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

委
託
先
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
長

期
総
合
計
画
と
地
方
創
生

の
予
算
が
重
複
す
る
と
こ

ろ
が
出
て
く
る
の
で
委
託

先
を
同
一
業
者
に
す
る
こ

と
で
経
費
節
減
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
向
に

も
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー

気
佐
藤
地
区
に
計

画
し
て
い
る
建
設

予
定
地
は
、
買
い
上
げ
か

借
地
か
？着

工
よ
り
遅
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、

最
終
的
に
買
収
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

青
年
就
労
給
付
金

（
経
営
開
始
型
）に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
後

継
者
給
付
金
受
付

相
談
窓
口
が
、
役
場
と
Ｊ

Ａ
の
２
ヶ
所
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
利
便
性
が
悪

い
の
で
一
本
化
で
き
な
い

か
。

役
場
へ
行
っ
た
り

Ｊ
Ａ
へ
行
っ
た
り

と
い
う
こ
と
で
、
窓
口
を

１
つ
に
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
が
ど
こ
に
あ
る
べ

き
か
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
県
と
Ｊ
Ａ
に
相
談

し
て
対
策
を
と
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

AR技術（印刷物から動画が見れる）

地
域
活
性
化
補
助
金

地
域
活
性
化
補
助

金
の
概
要
は
。

５
名
以
上
の
団
体

で
公
共
性
、
継
続

性
の
あ
る
総
額
10
万
円
以

上
の
事
業
に
対
し
、
３
／

４
、
30
万
円
を
上
限
に
補

助
す
る
も
の
で
す
。

　

４
月
か
ら
公
募
し
ま
す
。

活
性
化
事
業
審
査
委
員
会

を
設
置
し
て
応
募
が
多
数

の
場
合
は
審
査
を
経
て
、

そ
の
内
容
が
該
当
す
る
か

決
定
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

総
予
算
50
万
円
で
す
が
、

申
し
込
み
が
多
い
場
合
は

補
正
に
よ
る
追
加
も
考
え

て
い
ま
す
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

現
在
の
平
面
的
な

紙
資
料
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
か

ざ
し
て
動
画
が
見
ら
れ
る

Ａ
Ｒ
技
術
を
利
用
で
き
る

物
に
で
き
な
い
か
。

今
回
、
冊
子
型
に

切
り
替
え
る
中
で
、

予
算
の
関
係
も
あ
り
ま
す

が
Ａ
Ｒ
等
も
含
め
、
今
の

情
報
化
時
代
に
合
っ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
努

め
ま
す
。

QA

A QA Q

A Q

A QA Q

A Q
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●地域消費喚起・生活支援型 予算（万円）

プレミアム商品券 3,275

●地域創生先行型 予算（万円）

総合戦略策定 1,017

世界農業遺産 210

活用戦略事業 108

食育副読本 540

梅の医学的効能研究 370

南高梅50周年 200

日本の食文化戦略 250

観光パンフ 200

PR用ビデオ作成 150

Wi-Fi 設置 300

合　計 6,620

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
契
約
形
態

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
の
う

ち
１
人
を
直
接
雇
用
か
ら

業
者
委
託
契
約
に
変
更
す

る
と
い
う
が
、
こ
の
形
態

だ
と
日
本
人
の
先
生
が
そ

の
場
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
指
示
を

出
す
の
が
違
法
行
為
（
偽

装
請
負
）
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
数
年
前
に
他
県

で
問
題
に
な
っ
た
。
こ
の

点
を
承
知
の
上
で
予
算
化

し
た
の
か
。
授
業
の
や
り

方
か
ら
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
学
校
現
場

に
混
乱
を
き
た
さ
な
い
よ

う
に
、
補
正
も
含
め
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

法
令
を
遵
守
し
、

学
校
・
先
生
と
協

議
、
研
修
を
重
ね
ま
す
。

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
」と
は
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
地
方
創
生
）
の
一
環
と

し
て
平
成
26
年
12
月
に
決

定
さ
れ
た
「
地
方
へ
の
好

循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急

経
済
対
策
」
を
柱
に
、
地

域
の
消
費
喚
起
な
ど
景
気

の
脆
弱
な
部
分
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
的
を
絞
っ

た
対
応
を
す
る
こ
と
、
及

び
地
方
が
直
面
す
る
構
造

的
な
課
題
へ
の
実
効
あ
る

取
り
組
み
を
通
じ
て
地
方

の
活
性
化
を
促
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
以
下
の

２
つ
の
交
付
金
が
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

●
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型

経
済
対
策
に
対
応
し
地
域

に
お
け
る
消
費
喚
起
等
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業

　

事
業
例
：
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
、
ふ
る
さ
と
名

物
商
品
券
、
旅
行
券
な
ど

●
地
方
創
生
先
行
型

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

経
費
及
び
地
方
版
総
合
戦

略
に
先
行
し
て
行
う
取
組

対
象
事
業
は
、

①
地
方
版
総
合
戦
略
の
策

定②
地
方
版
総
合
戦
略
に
お

け
る
「
し
ご
と
づ
く
り
な

ど
」
の
事
業

事
業
例
：
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

助
成
金
、
創
業
支
援
、
販

路
開
拓
な
ど

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
」関
連
予
算

平
成
26
年
度
補
正
予
算
（
27
年
度
へ
繰

越
）
お
よ
び
27
年
度
当
初
予
算
か
ら
「
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
」
の
た
め
の
交

付
金
関
連
の
予
算
を
抽
出
し
ま
し
た
。

議　　　　　案

井
口　

雅
裕

中
井　

重
雄

下
村　
　

勤

森
坂　

義
明

中
本　

光
一

楠
本　

誠
二

真
造　

賢
二

原
田　
　

覚

池
田
真
作
人

佐
々
木
香
徳

谷
本　

吉
弘

北
谷　

清
治

竹
本　

栄
次

田
中　

昭
彦

みなべ町介護保険条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○欠×○○○−

●各議員の議案採決結果（反対のあった議案のみ）　○：賛成　×：反対　−：議長は採決には加わりません

議
会
最
終
日
（
３
月

19
日
）
に
池
田
真
作

人
議
員
の
辞
職
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

QA
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原
はら

田
だ

　覚
さとる

議員

質
問　

先
月
、
梅
干
で
お

に
ぎ
り
の
ギ
ネ
ス
記
録
に

挑
戦
し
、
見
事
に
記
録
達

成
を
致
し
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
や
ス
タ
ッ
フ
、
県

内
外
か
ら
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
梅
の
普
及
、
消
費

拡
大
に
向
け
て
今
回
の
よ

う
な
事
業
は
、
一
過
性
の

も
の
で
は
な
く
継
続
的
に

取
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
今
後
ど

の
よ
う
な
取
組
み
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

条
例
を
活
か
し
、
梅
干

を
食
べ
る
日
、
梅
お
に
ぎ

り
を
食
べ
る
日
な
ど
と
い

う
日
を
設
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
飲
食

店
に
さ
ら
な
る
梅
料
理
メ

ニ
ュ
ー
の
協
力
は
お
願
い

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

米
産
地
で
あ
る
新

潟
県
南
魚
沼
市
と
連
携
し
、

梅
干
と
ご
飯
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
海
苔
や
お
茶
の
産

地
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
日
本
食
の
各
産
地
と

連
携
が
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
。
梅
産
地

か
ら
全
国
に
情
報
発

信
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
を
行
い
条

例
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ
に

努
め
、
産
地
間
や
都

市
住
民
と
の
交
流
を

図
り
、
み
な
べ
フ
ァ

ン
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

梅
干
を
食
べ
る
日

は
、
た
だ
記
念
日
を

南魚沼市と連携し梅干とご飯イベント

制
定
す
る
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
協
力
が
得
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
準
備
し
て
い
る
南

高
梅
誕
生
50
周
年
記
念
事

業
の
委
員
会
か
、
南
部
郷

梅
対
策
協
議
会
か
と
い
う

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
記

念
日
を
設
け
て
梅
を
食
べ

て
も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

飲
食
店
の
協
力
に
つ
い

て
は
、
条
例
を
推
進
す
る

た
め
今
後
も
協
力
を
お
願

い
し
、
梅
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
努
め
た
い
。
飲
食
業

組
合
や
商
工
会
等
と
お
話

す
る
中
で
各
種
取
り
組
み

の
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

再
質
問　

ギ
ネ
ス
挑
戦
は

若
手
農
家
の
方
々
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
多

く
の
み
な
べ
フ
ァ
ン
も
で

き
ま
し
た
が
、
ギ
ネ
ス
挑

戦
以
前
か
ら
彼
ら
は
京
阪

神
の
方
々
と
交
流
を
図
り
、

み
な
べ
町
の
魅
力
、
南
高

梅
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
未

来
あ
る
彼
ら
の
活
動
に
行

政
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
地
方
創
生
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

町
長　

今
回
大
変
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
若
者
の
パ

ワ
ー
は
す
ご
い
も
の
が
あ

る
と
実
感
し
ま
し
た
。
行

政
と
し
て
ど
こ
ま
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
る
か
と
い

う
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
若
者
の
力
を
お
借

り
し
て
み
な
べ
町
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
た
い
気
持
ち
で
あ

り
ま
す
。

再
々
質
問　

今
、
梅
の
消

費
拡
大
の
取
り
組
み
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
継
続
し
た
運
動
を
お

願
い
し
ま
す
。
梅
を
食
べ

て
健
康
と
い
う
部
分
か
ら

も
広
く
発
信
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

い
か
に
継
続
す
る

か
が
大
事
で
す
。
目
新
し

い
取
り
組
み
を
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
こ
と
も

大
事
で
す
。
今
後
は
健
康

食
品
と
し
て
の
部
分
も
含

め
Ｐ
Ｒ
の
継
続
を
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は

・
そ
の
結
果
は
ど
の
よ
う
に

　

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か

・
献
立
に
梅
料
理
を

・
南
部
中
学
校
３
階
ま
で

　

上
が
る
配
膳
の
軽
減
を

　

を
質
問
し
ま
し
た
。

梅干しでおにぎり条例制定からの
　梅の消費拡大の取り組みについて

産業

一
般
質
問
は
、
平
成
27
年
３
月
11
日
に
８
人
の
議
員
が
行
な
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

教
育
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梅畑の放棄園対策

下
しも

村
むら

　勤
つとむ

議員

質
問　

梅
関
連
商
品
の
需

要
の
落
ち
込
み
と
、
梅
干

し
の
低
価
格
に
よ
り
、
農

家
所
得
減
と
高
齢
化
ま
た

後
継
者
不
足
に
よ
り
、
放

棄
園
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
有
地
で
約
15
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
区
有
地
で
15
～
20

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
と
聞
き

ま
す
。

　

放
棄
園
か
ら
ア
ブ
ラ
ム

シ
が
発
生
し
、
ウ
メ
輪
紋

病
が
感
染
し
た
り
、
鳥
獣

の
す
み
か
と
な
り
、
ま
た
、

景
観
か
ら
も
、
こ
れ
が
世

界
農
業
遺
産
か
と
言
わ
れ

な
い
か
、
危
惧
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
放
棄
園
対

策
と
し
て
、
伐
採
な
ど
の

補
助
制
度
や
対
策
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　

放
棄
園
対
策
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
と

南
部
郷
梅
対
策
協
議
会
で
、

現
在
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
事
業
の
多

目
的
機
能
支
払
い
交
付
金

を
活
用
し
、
推
進
し
て
い

く
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
地
域
の
、

団
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
例
え
ば
半
分
を
伐
採

費
用
に
充
て
る
な
ど
、
今

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

日
本
一
の
梅
産
地
の
崩
壊

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、

県
や
Ｊ
Ａ
共
々
耕
作
者
の

皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お

願
い
し
、
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
27
年
度

の
新
規
事
業
に
、
超
急
傾

斜
農
地
保
全
管
理
加
算
と

い
う
こ
と
で
、
20
度
以
上

の
急
傾
斜
に
つ
い
て
、
10

ア
ー
ル
当
た
り
６
千
円
の

加
算
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

利
用
に
つ
い
て
も
、
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
く

思
い
ま
す
。

各種団体の皆さんと相談し、対策を

耕作放棄された梅畑

質
問
　
旧
南
部
川
村
に
於

い
て
、
条
例
制
定
２
年
半

で
合
併
時
に
廃
止
さ
れ
た

こ
の
制
度
が
、
合
併
協
議

会
の
中
で
新
町
に
於
い
て

次
世
代
育
成
支
援
対
策
と

し
て
検
討
し
て
い
く
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
合
併

10
年
が
経
過
し
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。

　

旧
村
当
時
、
第
３
子
30

万
円
、
４
子
80
万
円
の
お

祝
い
金
を
交
付
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た

高
額
で
は
な
く
、
第
１
子

か
ら
少
額
で
も
い
い
、
お

祝
い
を
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

最
近
の
出
生
状
況
を
見

ま
す
と
、
年
間
100
人
を
超

え
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
一
人
で
も
子
ど
も

が
誕
生
す
れ
ば
、
町
挙
げ

て
お
祝
い
を
と
思
い
ま
す

が
。

町
長　

旧
村
当
時
、
２
年

半
の
間
に
、
第
３
子
28
名
、

第
４
子
以
降
５
名
と
い
う

こ
と
で
、
33
名
、
１
２
４

０
万
円
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
祝
い
金
が
あ
る

か
ら
、
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
い
っ
た
単
純

な
も
の
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

何
よ
り
も
子
育
て
で
き

る
経
済
的
な
基
盤
の
確
立

が
必
要
で
あ
り
、
総
合
的

な
子
育
て
支
援
の
拡
充
で

あ
る
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

　

提
案
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
、
前
向
け
に
進
め
る
こ

と
に
な
る
と
す
れ
ば
、
第

１
子
か
ら
が
適
当
で
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
子
育
て
を
進
め

て
い
く
中
で
検
討
し
て
参

り
た
く
思
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金
制
度

　
採
用
す
る
な
ら
第
一
子
か
ら

少
子
化

産業
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　真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

議員

質
問　

町
長
は
昨
年
９
月

議
会
で
「
お
礼
の
品
の
種

類
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
。
み
な
べ
の
全
国

に
自
慢
で
き
る
産
品
を
選

定
し
、
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
ま

す
。」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
未
だ
に
掲
載

さ
れ
て
お
ら
ず
、
予
算
化

も
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。

　

一
方
、
政
府
の
27
年
度

税
制
改
革
大
綱
に
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
を
促
進
し
、

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た

め
、
個
人
住
民
税
の
特
例

控
除
額
の
上
限
の
引
き
上

げ
を
行
う
と
と
も
に
、
確

定
申
告
が
不
要
な
給
与
所

得
者
が
ふ
る
さ
と
納
税
を

簡
素
な
手
続
き
で
…
」
と

あ
り
、
活
用
を
促
す
方
向

で
改
革
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
全
国
自
治
体
の
取

組
は
加
速
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
町
民
の
方
々
か

ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
お
聞
き
し
ま
す
。

今
後
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
る
の
で
す
か
？ 

町
長　

お
返
し
の
品
の
選

定
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
は
当
初
予
算
と
の
絡

み
で
遅
れ
て
お
り
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。梅
振
興
費
・

消
耗
品
費
と
し
て
予
算
化

し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
ふ
る
さ
と

納
税
を
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
方
、
国
か
ら
の

通
知
に
は
「
返
礼
品
は
一

時
所
得
。
返
礼
品
が
寄
付

の
対
価
の
提
供
と
の
誤
解

を
招
き
か
ね
な
い
よ
う
な

表
示
に
よ
り
寄
付
の
募
集

を
す
る
行
為
の
自
粛
」
と

の
記
載
も
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
寄
付
は
経
済
的

な
利
益
を
求
め
な
い
無
償

の
供
与
。
み
な
べ
町
は
そ

の
本
旨
に
則
り
良
識
あ
る

対
応
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

再
質
問　

返
礼
の
品
は
梅

干
だ
け
な
の
で
す
か
？
他

の
商
品
も
選
定
、
掲
載
と

の
約
束
で
し
た
が
？

　

ま
た
政
府
が
言
う
良
識

あ
る
対
応
と
は
、
価
格
を

前
面
に
出
し
た
り
、
あ
る

い
は
金
券
の
類
を
返
礼
品

に
す
る
こ
と
で
寄
付
を
煽

る
取
組
を
是
正
す
る
も
の

で
、
何
も
臆
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

長
崎
県
の
平
戸
市
は
26

年
度
全
国
一
の
14
億
円
の

寄
付
を
集
め
、
政
府
も
手

放
し
で
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

そ
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
単
品

か
ら
詰
合
せ
、
宿
泊
プ
ラ

ン
ま
で
魅
力
一
杯
の
83
点

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秀
逸
な
点
は
【
ポ
イ
ン

ト
制
採
用
に
よ
り
、
金
額

で
寄
付
を
煽
る
と
い
う
批

判
を
ス
マ
ー
ト
に
回
避
】

【
ポ
イ
ン
ト
は
持
越
し
可

能
、
貯
め
れ
ば
高
価
値
の

商
品
を
手
に
で
き
、
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
巧
妙
な

仕
掛
】【
年
間
安
定
供
給

で
き
な
い
商
品
は
季
節
限

定
と
し
、
プ
レ
ミ
ア
感
を

創
出
】
も
は
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
感
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
進
的
な

平
戸
市
を
手
本
に
み
な
べ

町
も
積
極
的
に
取
組
ん
で

頂
き
た
い
。

　

町
財
政
も
商
店
も
潤
い
、

町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、

活
性
化
に
は
い
い
こ
と
ず

く
め
の
制
度
で
す
。

町
長　

梅
以
外
に
炭
や
魚

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
Ｐ
Ｒ

手
段
と
い
う
の
は
同
じ
考

え
で
す
。
寄
付
で
は
な
く

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と

い
う
捉
え
方
も
含
め
、
引

続
き
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

梅干、海産物、備長炭等をお返しの品に

通
学
困
難
全
地
区
へ
の
支
援
を

　
全
域
へ
の
網
羅
的
支
援
検
討

教
育

ふるさと納税額実績

24年度

25 年度

26 年度

107 万円
3910 万円

14 億 8472 円

106 万円
128 万円

71 万円

長崎県　平戸市 みなべ町

両市町HPより最新情報

ふるさと納税に対する方針は？商工

質
問　

ま
ず
受
領
・
六
十

川
地
区
児
童
の
登
校
支
援

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
を
流
用
し
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
下
校
に
つ
い
て
は

ま
だ
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
他
に
も
町
内
に
は

通
学
困
難
地
区
が
あ
り
、

そ
の
地
域
の
児
童
た
ち
に

対
す
る
通
学
支
援
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

町
長　

具
体
的
に
は
教
育

委
員
会
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
町
内
全
域
を
網

羅
す
る
登
校
支
援
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
別
交
付
税

を
用
い
て
の
タ
ク
シ
ー
借

上
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
の
活
用
も
可
能
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　

喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
対
象
の
地
域
へ
出

向
き
、
意
見
を
伺
い
、
地

域
に
見
合
う
支
援
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も

含
め
方
策
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

北
きた

谷
だに

清
せい

治
じ

議員

機会あるごとに状況を報告し  粘り強くお願いを

高城・清川地域に光通信の整備を産業・生活

質
問　

平
成
24
年
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
高
城
・

清
川
地
域
の
光
通
信
の
整

備
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
町
長
か
ら

「
整
備
す
る
の
は
民
間
業

者
で
す
の
で
、
採
算
が
合

わ
な
け
れ
ば
無
理
だ
と
言

う
の
も
解
り
ま
す
が
、
町

の
負
担
も
含
め
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。」
と
ご
答

弁
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
方
に
も
お

願
い
に
同
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
結
果
が

見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の

後
３
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
間
ど
の
よ
う

な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
整
備
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
お
考
え
な
の
か
再

度
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長　

高
城
・
清
川
地
域

へ
の
光
通
信
の
整
備
に
つ

い
て
、
前
回
の
質
問
以
降

事
業
者
へ
の
要
望
や
、
国

の
補
助
事
業
で
の
採
択
要

件
な
ど
検
証
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
事
業
者
単
独
の

整
備
は
無
理
だ
と
の
こ
と

で
あ
り
整
備
す
る
と
な
る

と
高
額
な
町
の
負
担
が
必

要
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
事
業
者
に
対
し
て

エ
リ
ア
の
拡
大
を
要
望
し
、

ま
た
県
の
情
報
政
策
課
を

通
じ
て
機
会
あ
る
ご
と
に

状
況
を
報
告
し
、
粘
り
強

く
お
願
い
を
す
る
と
共
に

国
へ
の
整
備
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
質
問　

近
隣
の
自
治
体

で
は
、
す
で
に
山
間
地
ま

で
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
し
、
地
デ
ジ
対
応
と
し

て
合
併
時
に
整
備
さ
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
、
国
で
進
め
て
い
ま

す
地
方
創
生
交
付
金
の
活

用
は
で
き
な
い
の
か
を
含

め
、
町
内
格
差
を
な
く
す

た
め
に
も
、
方
策
を
考
え

て
い
た
だ
く
よ
う
再
度
要

望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

今
、
検
討
し
て
い

る
の
は
、
テ
レ
ビ
の
受
信

は
上
南
部
で
受
信
し
て
町

置
し
て
エ
リ
ア
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。
ど
の
程
度
ま

で
町
所
有
の
光
回
線
が
使

え
る
の
か
、
ま
た
地
方
創

生
の
交
付
金
に
つ
い
て
も

の
光
回
線
で
高
城
、
清
川

へ
配
信
し
て
い
ま
す
。
携

帯
電
話
基
地
に
つ
い
て
も

町
の
光
回
線
を
利
用
し
て

民
間
事
業
者
が
基
地
を
設
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佐
さ

々
さ

木
き

香
よし

徳
のり

議員

質
問　

再
び
救
急
車
に
つ

い
て
。
昨
年
「
日
高
広

域
消
防
本
部
全
体
で
５

台
。
う
ち
２
台
が
本
部
に

配
置
」「
台
数
増
は
困
難

だ
が
予
備
１
台
を
検
討
必

要
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
御
坊
市
消

防
本
部
に
は
救
急
車
が
３

台
あ
る
よ
う
で
す
。
１
月

に
前
を
通
っ
た
ら
、
２
台

見
え
ま
し
た
。

両
本
部
間
の
距
離
は
わ

ず
か
3.5
㎞
。
こ
こ
に
４
～

５
台
の
救
急
車
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
御
坊
市
と
日

高
郡
を
一
体
で
考
え
た
場

合
、
偏
在
は
明
ら
か
で
す
。

日
高
・
御
坊
で
日
常
的
に

相
互
乗
り
入
れ
で
き
な
い

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

「
出
動
が
重
な
っ
た
場

合
は
、
大
規
模
災
害
で
な

く
て
も
融
通
し
あ
い
ま
し

ょ
う
ね
」
と
協
定
を
結
べ

ば
、
日
高
の
予
備
車
常
駐

場
所
を
南
に
ず
ら
せ
る
で

し
ょ
う
。
阻
害
要
因
が
あ

る
の
で
す
か
？

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か

ど
う
か
迷
う
時
の
相
談
電

話
「
＃
７
１
１
９
」
が
町

内
、
県
内

で
使
え
る

か
、
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長　

両

本
部
は
別

の
自
治
体

で
あ
り
、

消
防
組
織

法
６
条
に

よ
り
管
轄

内
に
責
任

を
も
つ
の

が
基
本
。

法的には偏在していない

法
的
に
は
偏
在
し
て
い
ま

せ
ん
。
＃
７
１
１
９
は
和

歌
山
市
と
田
辺
市
消
防
本

部
管
内
だ
け
で
す
。
今
後

導
入
を
検
討
し
た
い
。

再
質
問　

地
理
的
に
、
御

坊
市
を
日
高
郡
が
囲
ん
で

い
る
の
で
、
杓
子
定
規
な

気
が
し
ま
す
。

町
長　

杓
子
定
規
は
や
め

て
プ
ッ
シ
ュ
し
た
い
。

再
々
質
問　

日
高
・
御
坊

で
、
客
観
的
事
実
と
し
て

配
置
が
薄
い
所
と
厚
い
所

の
格
差
が
あ
る
、
と
認
識

が
あ
り
ま
す
か
？

町
長　

答
弁
は
控
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

続・救急車の充実策安全

県
道
の
通
行
方
法
や

　
　
　
　
　
　

規
制
に
つ
い
て

交
通

質
問　

１
箇
所
目
、
晩
稲

の
県
道
中
芳
養
南
部
線
と

町
道
熊
岡
東
本
庄
線
の
交

差
点
で
す
。
南
か
ら
来
た

場
合
、
本
線
で
あ
る
県
道

が
90
度
右
カ
ー
ブ
し
、
支

線
で
あ
る
町
道
が
ほ
ぼ
直

進
で
す
。

　

実
態
を
調
べ
て
み
ま
し

た
。
100
台
の
進
行
方
向
と

ウ
イ
ン
カ
ー
で
す
。
右
が

県
道
、
左
が
町
道
で
す
。

ウ
イ
ン
カ
ー
を
つ
け
て
右

44
台
。
つ
け
ず
に
右
17
台
。

ウ
イ
ン
カ
ー
を
つ
け
て
左

15
台
。
つ
け
ず
に
左
24
台

で
し
た
。

　

こ
の
交
差
点
は
、
教
育

学
習
課
か
ら
「
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

「
指
示
器
を
出
さ
ず
に
直

進
す
る
車
が
あ
り
、
危
険

で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
ど
ち
ら
の
方

向
に
進
む
場
合
で
も
ウ
イ

ン
カ
ー
を
つ
け
て
」
と
看

板
を
設
置
す
る
よ
う
、
提

案
し
ま
す
。

　

２
箇
所
目
は
、
県
道
芳

養
清
川
線
（
平
野
部
）
の

時
速
40
キ
ロ
制
限
は
厳
し

す
ぎ
な
い
か
と
い
う
問
題

で
す
。
田
辺
市
域
に
入
り

ま
す
が
、
町
民
の
利
用
も

多
い
の
で
。
田
辺
市
と
連

携
し
、
せ
め
て
50
キ
ロ
に

緩
和
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

町
長　

警
察
の
答
え
は
、

県
道
が
優
先
道
路
で
指
示

器
を
出
さ
な
く
て
よ
い
。

両
方
と
も
ウ
イ
ン
カ
ー
を

と
の
看
板
は
設
置
で
き
な

い
。
町
道
へ
は
必
ず
左
指

示
器
を
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

芳
養
清
川
線
の
規
制
緩

和
は
管
轄
自
治
体
の
違
い

が
あ
り
、
正
式
な
お
願
い

に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
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楠
くす

本
もと

誠
せい

二
じ

議員

国道424号筋～徳蔵間の道路拡張

平成28年度事業採択に向けて陳情を

交通

質
問　

国
道
424
号
筋
・
徳

蔵
の
道
路
拡
張
に
つ
い
て
、

今
後
の
予
定
は
な
い
の
で

す
か
。

町
長　

以
前
か
ら
歩
道
設

置
の
計
画
説
明
を
し
た
経

緯
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

の
後
立
ち
消
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
の

12
月
頭
に
建
設
課
の
方
か

ら
筋
区
長
に
、
お
話
し
を

い
た
し
ま
し
て
、
平
成

29
年
に
は

清
川
工
区

が
完
成
す

る
見
込
み

と
い
う
こ

と
を
聞
い

て
い
ま
す
。

引
き
続
き

筋
・
徳
蔵

地
区
の
国

道
の
改
修

工
事
を
要

望
し
て
い

く
時
期
に

来
て
い
る

と
い
う
こ

と
で
、
区

長
さ
ん
と

お
話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

12
月
10
日
筋
区
民
会
館

に
お
き
ま
し
て
、
用
地
関

係
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
説
明
会
を
開
催

さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
聞

い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元

区
17
名
の
出
席
が
ご
ざ
い

ま
し
て
、
５
名
の
道
路
推

進
委
員
を
選
出
し
て
頂
き
、

地
元
区
の
関
係
者
か
ら
施

工
同
意
の
確
認
も
い
た
だ

い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
ま
た
、
徳
蔵
区
か
ら

も
道
路
推
進
委
員
３
名
を

選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

て
関
係
各
位
か
ら
施
工
同

意
を
い
た
だ
い
て
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
、
こ
う
い
っ

た
経
過
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

平
成
28
年
度
に
は
事
業
採

択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

県
に
陳
情
し
て
ま
い
り
た

い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え

て
ご
ざ
い
ま
す
。

再
質
問　

具
体
的
に
28
年

度
は
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
用
地
提
供
で
す
の
で

お
金
も
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
い
つ
も
皆
さ
ん
は
ほ

と
ん
ど
通
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
対
向
す
る
と

き
に
狭
い
し
、
ち
ょ
っ
と

で
も
事
故
の
無
い
う
ち
に

拡
張
で
き
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
努
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

平
成
28
年
度
の
事

業
化
に
向
け
ま
し
て
、
一

日
も
早
い
着
工
を
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

南
紀
用
水
事
務
所
前
交
差
点
の

　
　

交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

交
通

質
問　

南
紀
用
水
事
務
所

前
の
町
道
と
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
の
交
差
点
で
の
交
通

事
故
多
発
に
つ
い
て
、
信

号
機
が
ダ
メ
な
ら
、
そ
れ

に
代
わ
る
何
か
い
い
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

こ
の
場
所
で
交
通

事
故
が
多
発
し
て
人
身
事

故
も
発
生
し
て
い
る
と
い

う
の
は
重
々
承
知
を
し
て

ご
ざ
い
ま
す
。

　

黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

は
平
成
23
年
２
月
９
日
に

開
通
し
、
平
成
23
年
７
月

に
起
こ
っ
た
事
故
か
ら
平

成
26
年
ま
で
の
間
で
10
件

の
事
故
が
起
こ
っ
て
ご
ざ

い
ま
す
。

　

10
件
中
、
町
道
須
賀
社

山
内
線
を
川
上
か
ら
川

下
へ
の
通
行
で
７
件
あ

り
、
須
賀
橋
か
ら
瓜
谷
向

け
に
行
く
出
会
い
頭
の
事

故
で
す
。
平
成
26
年
度
予

算
に
お
き
ま
し
て
両
道
路

に
赤
字
の
Ｖ
字
型
の
ゼ
ブ

ラ
（
音
が
出
る
）
を
路
面

に
描
く
予
定
で
す
。

質
問　

梅
の
世
界
農
業
遺

産
に
向
か
い
観
光
客
が
多

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
の
受
け
入
れ
体
制
は
ど

う
で
す
か
。

町
長　

い
ろ
ん
な
方
法
で

産
地
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※
他
の
質
問

●
高
齢
者
入
浴
料
減
額
利

用
証
の
小
型
化
に
つ
い
て

（
新
し
い
国
民
宿
舎
・
鶴

の
湯
共
通
利
用
証
は
小
型

で
す
。
従
来
の
利
用
証
明

と
交
換
で
き
ま
す
。）

梅
の
世
界
農
業

遺
産
に
つ
い
て

産
業
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町
長　

ま
ず
は
地
域
内
の

商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
地
域
内
消
費
型
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

中
なか

本
もと

光
こう

一
いち

議員

質
問　

政
府
は
「
各
自
治

体
に
は
、
26
年
・
27
年
度

の
15
ヵ
月
で
地
域
活
性
化

の
た
め
の
数
値
目
標
を
設

定
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。
我
々
は
、
そ
の
成
果

を
見
て
、
28
年
度
か
ら
の

本
格
的
な
交
付
金
で
や
る

気
が
あ
り
、
い
い
ア
イ
デ

ア
の
あ
る
町
に
は
手
厚
く

配
分
す
る
」
と
説
明
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、

地
域
消
費

喚
起
・
生

活
支
援
型

に
つ
い
て

の
質
問
で

す
。５

項
目

あ
り
ま
す

が
、
み
な

べ
町
が
策

定
し
よ
う

と
し
て
い

る
項
目
と

そ
の
内
容

に
つ
い
て

お
聞
か
せ

下
さ
い
。

町
長　

地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
で
計
画
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

地
域
外
消
費
で
、

み
な
べ
町
の
特
産
品
を
町

外
に
発
信
す
る
事
も
考
慮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地方創生 地域消費喚起・生活支援型で取り組む内容は？

プレミアム率20%の商品券を考慮中

質
問　

こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
も
、
交
付
対
象
事
業
が

７
項
目
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
同
じ
く
、
取
組
ま
れ

て
い
る
項
目
と
そ
の
内
容

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

町
長　

地
方
版
の
総
合
戦

略
、
販
路
開
拓
、
観
光
振

興
の
３
つ
の
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

創
業
・
販
路
開

拓
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ

き
ん
ど
カ
ー
ニ
バ
ル
、
や

に
こ
い
フ
ェ
ス
タ
、
ギ
ネ

ス
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
人

た
ち
、
ま
た
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
人
た
ち
、
多

く
の
志
の
あ
る
町
民
の
力

を
結
集
し
て
新
規
事
業
を

起
こ
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
路
開
拓
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ギ
ネ
ス
の

時
に
力
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
神
戸
女
子
大
学
の
皆

さ
ん
な
ど
、
み
な
べ
の
サ

ポ
ー
タ
の
力
も
か
り
て
、

大
学
祭
な
ど
新
し
い
分
野

に
も
売
り
込
ま
な
け
れ
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

町
長　

皆
様
方
の
力
を
お

か
り
し
て
、
結
集
し
て
、

創
業
支
援
・
販
路
開
拓
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
学
祭
な
ど
、
い
ろ

ん
な
部
分
で
売
り
込
む
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
今
後

一
緒
に
進
め
て
行
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

田
辺
市
及
び
周
辺

町
と
共
同
仕
入
れ
を
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は

２
点
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目　

色
の
面
。

み
な
べ
町
は
透
明
で
、
田

辺
市
は
乳
白
色
。

　

２
点
目　

価
格
面
。

数
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
当
然
価
格
は
格
段
に
下

が
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
ま
ず
第

１
段
階
と
し
て
田
辺
市
と

の
共
同
仕
入
れ
を
行
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

田
辺
周
辺
広
域
市

町
村
圏
組
合
で
今
の
計
画

で
は
、
平
成
32
年
度
に
煙

突
の
一
本
化
の
計
画
を
考

え
て
い
ま
す
。　

　

そ
う
し
た
中
で
予
算
、

分
別
作
業
の
統
一
化
、
指

定
ゴ
ミ
袋
の
統
一
化
を
広

域
圏
の
な
か
で
や
っ
て
い

く
の
が
ベ
ス
ト
と
思
い
ま

す
。
色
の
部
分
に
つ
き
ま

し
て
も
、
あ
わ
せ
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
共
同

仕
入
れ

生
活

地
方
創
生
先
行
型

地
方
創
生

交付対象 メニュー例

地域消費喚起・
生活支援型

地域における消
費喚起策やこれ
に直接効果を有
する生活支援策

①プレミアム付商品券（域内消費）
②ふるさと名物商品券・旅行券（域外消費）
③低所得者向け灯油等購入助成
④低所得者向け商品・サービス購入券
⑤多子世帯支援策

地域創生先行型

総合戦略におけ
る「しごとづくり
など」の事業

①「地方版総合戦略」の策定（必須）
②ＵＩＪターン助成
③地域しごと支援事業等
④創業支援・販路開拓
⑤観光振興・対内直接投資
⑥多世代交流・多機能型ワンストップ拠点（小さな拠点）
⑦少子化対策（地域消費喚起等型対応等を除く）
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谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

議員

みなべ町の借地及び借地料について

個々の契約案件を精査し、対応を検討

管財

質
問　

み
な
べ
町
が
民
間

か
ら
借
り
て
借
地
料
を
払

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
約

９
箇
所
で
年
間
１
６
０
０

万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
は
契
約
時
の
評

価
額
の
６
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
前
年
の
評
価
額
の

６
％
に
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
長
い
年
月
の
間

に
不
必
要
に
な
っ
た
も
の

は
な
い
か
検
証
は
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

個
々
の
案
件
に
つ

い
て
再
度
精
査
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
気
に
す
べ
て
を
解
消
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

個
々
の
更
新
時
に
は
買
い

取
り
、
替
え
地
の
提
案
を

し
な
が
ら
借
地
の
解
消
を

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

再
質
問　

土
地
を
買
い
取

る
と
き
に
も
基
準
が
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
借
地
に

も
「
算
定
基
準
」
を
作
る

べ
き
で
は
。

町
長　

借
地
は
評
価
額
で

計
算
し
て
き
た
が
、
変
動

に
つ
い
て
行
き
き
れ
な
い

部
分
も
あ
る
の
で
、
評
価

額
を
利
用
す
る
場
合
、
３

年
で
見
直
し
も
必
要
と
な

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、

契
約
方
法
に
も
配
慮
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
々
質
問　

借
地
は
極
力

避
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長　

契
約
切
れ
の
物
件

に
つ
い
て
は
、
買
い
取
り
、

替
え
地
、
返
還
等
い
ろ
ん

な
選
択
方
法
が
あ
る
の
で
、

一
件
一
件
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

借
地
が
長
年
続
い
て
い

る
状
況
は
極
力
避
け
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

借地の例（上南部地区介護予防センター）

み
な
べ
の
農
業
・

農
家
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て

産
業

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

Ｊ
Ａ
と
町
が
別
々
の
分

野
で
は
な
く
、
情
報
を
一

元
管
理
す
る
専
門
職
を
役

場
に
置
い
て
頂
き
た
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

野
菜
花
き
産
地
支

援
事
業
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
中
身
に
よ
っ
て
50

％
か
ら
60
％
の
補
助
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
県
補

助
に
地
方
補
助
を
上
乗
せ

し
て
い
ま
す
。

　

人
員
に
つ
い
て
は
、
融

資
制
度
の
違
い
で
窓
口
が

分
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
一
本
化
し
制
度
上
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設

け
る
こ
と
が
良
策
か
と
思

い
ま
す
。

　

職
員
数
も
増
え
て
大
き

く
な
っ
た
Ｊ
Ａ
が
窓
口
と

な
っ
て
、
県
と
か
市
町
村

の
行
政
が
共
に
や
っ
て
い

く
の
が
一
つ
の
方
法
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
度
関
係
者
で
寄
っ
て

相
談
い
た
し
ま
す
。

再
質
問　

大
き
く
な
っ
た

Ｊ
Ａ
を
見
て
み
る
と
、
Ｊ

Ａ
内
で
の
地
域
間
競
争
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
小
さ
な
範
囲
で
の
み

な
べ
町
に
窓
口
を
置
く
の

が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

県
の
農
業
機
関
や

農
業
振
興
課
と
相
談
を
し

て
、
一
箇
所
で
済
ま
せ
る

こ
と
が
出
来
る
方
法
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

再
々
質
問　

み
な
べ
の
経

済
＝
梅
の
経
済
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
イ
コ
ー
ル
農
家
経

済
で
す
か
ら
、
役
場
は
本

腰
を
入
れ
て
職
員
配
置
を

検
討
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
長　

町
と
県
の
上
下
関

係
、
Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り

の
な
か
で
、
ズ
レ
が
生
じ

て
は
農
家
が
困
る
の
で
十

分
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

行
政
マ
ン
た
る
も
の
は

す
べ
て
の
行
政
を
網
羅
で

き
る
形
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
も
含
め
て
検
討
課
題
と

い
た
し
ま
す
。

質
問　

国
の
事
業
、
補
助

金
制
度
は
非
常
に
複
雑
で
、

い
ろ
ん
な
仕
事
を
も
っ
た

担
当
職
員
で
は
理
解
し
普

及
さ
せ
る
の
に
は
無
理
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

総
合
的
に
理
解
し
、
農

家
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

役
割
を
担
っ
て
頂
き
た
い
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みなべ町議会だより　第40号　平成27年5月

産業建設常任委員会 活動報告
平成27年2月16日　徳島県三

み

好
よし

市の視察を行いました。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
２
月
16
日
、
徳
島
県
三

好
市
で
温
泉
薪
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
経
過
と
効
果
等
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
市
は
観
光
の
ま
ち
で
、

市
営
温
泉
施
設
が
５
箇
所

等
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
燃
料
の
薪

が
市
内
に
存
在
す
る
こ
と
。

薪
は
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト

に
比
べ
個
人
で
も
加
工
可

能
で
安
価
に
購
入
で
き
る

こ
と
。
現
在
の
薪
ボ
イ
ラ

ー
は
燃
焼
効
率
も
高
く
、

灰
も
少
な
く
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
楽
な
上
、
薪
の
乾
燥

が
不
十
分
で
も
使
え
る
高

性
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

以
上
か
ら
、
薪
ボ
イ
ラ

ー
導
入
を
決
定
し
、
平
成

25
年
度
に
15
基
を
１
億
６

９
１
４
万
円
で
設
置
し
ま

し
た
。
国
の
補
助
金
・
交

付
金
が
約
１
億
４
４
５
６

万
円
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

薪
は
１
㎥
あ
た
り
８
５

０
０
円
で
地
元
の
事
業
者

（
第
３
セ
ク
タ
ー
＝
森
林

管
理
、
建
築
材
製
造
販
売

等
）
か
ら
納
入
さ
れ
、
燃

料
費
は
約
40
％
削
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

薪
ボ
イ
ラ
ー
は
、
安
定

し
た
薪
の
調
達
や
夜
間
に

も
定
期
的
な
薪
の
投
入
が

必
要
で
あ
る
な
ど
運
用
で

の
工
夫
が
必
要
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、
み
な
べ
町
の

温
泉
施
設
に
於
い
て
も
導

入
の
検
討
を
行
う
価
値
は

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
剪
定
し
た
梅
の
木

あ
り
、
燃
料
費
削
減
が
課

題
で
し
た
。
市
は
平
成
20

年
度
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
」
で
国
の
認
可

を
得
て
、
同
24
年
度
に
木

質
ボ
イ
ラ
ー
の
規
模
、
管

理
コ
ス
ト
、
費
用
対
効
果

薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
経
過
と
効
果

も
有
効
利
用
で
き
て
農
家

も
助
か
る
し
、
燃
料
費
の

節
約
に
も
な
り
、
一
石
二

鳥
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
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みなべ町議会だより　第40号　平成27年5月

総務文教常任委員会 活動報告
平成27年2月16～17日　徳島県三

み

好
よし

市、兵庫県淡路市を視察しました。

　

同
市
は
徳
島
県
西
部
の

山
間
部
に
位
置
し
、
香
川

県
、
高
知
県
と
接
し
ま
す
。

休
止
・
廃
止
さ
れ
た
校
舎

な
ど
が
29
校
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
「
三
好
市
休
廃

校
等
活
用
基
本
方
針
・
活

用
事
業
募
集
要
項
」
を
策

定
。
全
国
に
活
用
提
案
を

公
募
し
、
雇
用
の
創
出
や

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

基
本
方
針
は
、

１
地
元
の
雇
用
の
創
出
や

　

地
域
の
活
性
化
に
結
び

　

つ
く

２
ア
イ
デ
ア
・
提
案
を
行

　

う
「
活
用
主
体
」
を
募

　

集
す
る

３
事
業
等
を
行
う
場
合
、

　

要
す
る
経
費
は
活
用
団

　

体
の
負
担

４
地
域
の
理
解
を
得
る

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

基
準
は
、
提
案
し
た
事

業
を
自
ら
実
施
す
る
法
人
、

団
体
、
個
人
。
貸
付
を
原

則
と
し
貸
付
料
は
無
償
で

す
が
、
市
は
改
築
等
を
行

わ
ず
現
況
の
ま
ま
で
、
施

設
の
光
熱
水
費
や
維
持
管

理
費
は
活
用
主
体
（
借

主
）
が
負
担
し
ま
す
。
施

設
の
改
修
に
つ
い
て
も
市

の
承
諾
を

得
て
借
主

の
責
任
と

負
担
で
行

い
ま
す
。

　

こ
の
内

容
で
山
間

部
の
交
通

不
便
な
施

設
に
申
し

込
み
が
あ

る
の
か
と

思
わ
れ
ま

す
が
、
全

国
公
募
で

は
18
件
の

提
案
が
あ

り
、
審
査
の
う
え
現
在
９

校
施
設
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
視
察
し
た
旧
出
合

小
学
校
は
東
京
の
デ
ザ
イ

ン
事
務
所
に
貸
し
付
け
さ

れ
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕

事
を
ベ
ー
ス
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
管
理
、
物
品
の

制
作
、
各
種
教
室
の
開
催
、

飲
食
の
提
供
な
ど
を
行
い
、

月
に
１
回
は
地
域
で
食
事

会
を
開
催
す
る
な
ど
地
域

に
溶
け
込
ん
だ
事
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

　

現
場
で
話
を
聞
き
、
市

が
専
属
職
員
を
配
置
、
１

教
室
単
位
で
貸
付
可
能
、

入
口
か
ら
出
口
ま
で
自
ら

実
施
で
き
る
人
に
絞
っ
て

募
集
（
ア
イ
デ
ア
だ
け
の

人
は
要
ら
な
い
）
が
特
徴

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

17
日
は
兵
庫
県
淡
路
市

（
旧
北
淡
町
）
の
震
災
記

念
公
園
を
視
察
し
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
現
れ

た
野
島
断
層
や
そ
の
上
に

建
つ
民
家
を
保
存
し
、
地

震
の
爪
あ
と
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。
当
時
の
町
総

務
課
長
が
語
り
部
と
し
て

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
震
当
日
、
３
０
０
人

が
倒
壊
家
屋
か
ら
救
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
38
人
が
即

死
。
１
人
が
後
に
関
連
死

し
ま
し
た
。

　

当
初
は
「
命
が
助
か
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
情

休
廃
校
施
設
の
活
用

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

は
２
月
16
日
、
徳
島
県
三

好
市
で
休
廃
校
施
設
の
活

用
事
例
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

に
包
ま
れ
て
い
た
被
災
者

も
、
５
日
目
に
は
喪
失
感

に
さ
い
な
ま
れ
、
心
が
す

さ
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。

避
難
所
で
大
変
だ
っ
た
の

が
ト
イ
レ
問
題
で
、
仮
設

ト
イ
レ
は
洋
式
で
な
い
と

ダ
メ
と
助
言
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出

や
全
町
民
の
安
否
確
認
が

素
早
く
で
き
た
の
は
、
近

所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
か
ら
と
の
こ

と
。

　

展
示
館
で
は
側
溝
、
生

け
垣
、
塀
な
ど
が
1.2
ｍ
も

ず
れ
た
姿
に
自
然
の
脅
威

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

北
淡
震
災
記
念
公
園
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みなべ町議会だより　第40号　平成27年5月

議会活性化特別委員会 活動報告
3月25日に町道路線事業や町所有地等の現場視察をおこないました。

道
路
改
良
事
業
を
お
こ

な
っ
て
い
る
清
川
地
区
の

町
道
名
之
内
線
、
県
道
芳

養
清
川
線
と
、
高
城
地
区

の
町
道
東
神
野
川
線
、
高

野
沼
川
線
、
そ
し
て
岩
代

地
区
の
町
道
浜
線
を
現
場

で
担
当
課
か
ら
事
業
概
要

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

幅
員
が
２
ｍ
の
狭
い
町
道

で
す
が
、
今
後
５
ｍ
ま
た

は
９
ｍ
の
２
車
線
と
な
る

町
道
も
あ
り
通
行
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

町
所
有
地
に
つ
い
て
は
、

清
川
地
区
の
郵
便
局
付
近

を
確
認
し
、
高
城
、
受
領
、

岩
代
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に

も
多
く
の
所
有

地
が
あ
り
ま
す

が
、
管
理
に
つ

い
て
は
貸
付
を

し
て
い
る
と
こ

ろ
、
そ
う
で
な

い
と
こ
ろ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

町
当
局
に
は
町

民
に
説
明
が
で

き
る
よ
う
に
管

理
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
撤
去
予
定
の
ゴ

ミ
焼
却
施
設
は
、
27
年
度

予
算
に
解
体
工
事
請
負
費

約
１
億
１
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
煙
突

だ
け
の
撤
去
で
は
な
く
全

て
の
焼
却
施
設
を
解
体
し

ま
す
。

東
吉
田
地
区
に
計
画
を

し
て
い
る
防
災
広
場
計
画

地
域
も
視
察
し
ま
し
た
。

標
高
２
０
．
１
ｍ
、
約
８

１
０
０
㎡
の
土
地
を
中
心

に
防
災
拠
点
と
し
、
保
育

所
と
幼
稚
園
を
そ
こ
に
移

転
す
る
計
画
で
す
。

●公立紀南病院組合議会　平成２６年第４回定例会
　・日時　平成２６年１２月２４日
　・場所　社会保険紀南病院
　・出席　田中議長、竹本副議長
　・内容　２５年度決算、条例改正、補正予算

●紀南環境広域施設組合議会　平成２７年第１回定例会
　・日時　平成２７年２月１９日
　・場所　田辺市ごみ処理場
　・出席　田中議長、竹本副議長
　・内容　条例制定、予算審議

●和歌山県後期高齢者医療広域連合議会　定例会
　・日時　平成２７年２月９日
　・場所　和歌山ダイワロイネットホテル
　・出席　田中議長
　・内容　条例改正、補正予算、予算審議

●田辺周辺広域市町村圏組合議会　平成２７年第１回定例会
　・日時　平成２７年２月２４日
　・場所　田辺商工会議所
　・出席　田中議長、竹本副議長
　・内容　補正予算、予算審議

●公立紀南病院組合議会　平成２７年第１回定例会
　・日時　平成２７年２月１８日
　・場所　社会保険紀南病院
　・出席　田中議長、竹本副議長
　・内容　条例改正、予算審議

●日高広域消防事務組合議会　平成２７年第１回定例会
　・日時　平成２７年３月５日
　・場所　日高広域消防本部
　・出席　谷本議員
　・内容　条例改正、補正予算、予算審議

●田辺市周辺衛生施設組合議会　平成２７年第１回定例会
　・日時　平成２７年２月１８日
　・場所　田辺市　清浄館
　・出席　下村議員、原田議員、中本議員
　・内容　規約変更、予算審議

●御坊日高老人福祉施設事務組合議会　平成２７年第１回定例会
　・日時　平成２７年３月５日
　・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合
　・出席　森坂議員
　・内容　条例改正、補正予算、予算審議

事務組合議会議員活動報告

県道芳養清川線工事現場
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みなべ町議会だより　第40号　平成27年5月

平成22年3月定例会
一般質問

庁舎玄関ホールに
特産品コーナーを

どうなった どうなった

町長答弁 町長答弁

役場玄関ホールの特産物コー
ナー設置については､庁内で協議
を重ねてまいりましたが､玄関のス
ペースの関係で「特産物」の現物を
展示することが困難なため､パネ
ル展示で「梅の町みなべ町」をＰ
Ｒできるよう進めています。

平成18年3月定例会
一般質問

結　果結　果

　海抜の低い「愛之園保育園」は
平成18年度に避難階段を設置し、
毎月2回、津波からの避難訓練を
行っています。現在、南部幼稚園、
南部保育所も含め高台移転に向
けて計画を進めています。

あのとき、議員が一般質問した内容や各委員会が提言した内容が、町施
策にどのような内容で反映したかを確認するための調査です。
あ
策

追追跡調査

児童福祉施設等における
災害時の安全確保

今まで無かったことについて、反
省しなければなりません。町の特
産品である梅、備長炭、魚などを展
示できるよう、前向きに検討してま
いります。

これからの防災計画地域の改良計
画などを合わせて取り組んでまい
ります。

議員の質問とその後の行方
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編
集
後
記

三
月
議
会
で
は
、
本
年
度
当
初

予
算
の
審
議
で
大
変
な
中
、
そ
の

他
の
議
案
審
議
、
一
般
質
問
等
活

発
な
議
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
補
助
が
18
歳
ま
で

引
き
上
げ
る
条
例
等
近
隣
市
町
よ

り
抜
き
ん
出
て
い
る
こ
と
は
町
民

と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
住
み
や
す
い
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く

り
に
力
を
注
い
で
く
れ
る
も
の
と

期
待
す
る
と
と
も
に
議
会
、
議
員

と
し
て
協
力
を
惜
し
ま
ず
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
広
報
特
別
委
員
会
は
、

常
に
皆
様
へ
確
か
な
情
報
提
供
、

議
会
の
様
子
を
議
会
だ
よ
り
で
お

伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
、
議
員
に
対

し
て
色
ん
な
意
見
、
要
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
特
別
委
員
会井

口　

雅
裕

みなべ町へ嫁いで来たお嫁さん、今回は田辺市上屋敷出身
で 2005 年２月５日に、久保浩一さん（埴田）と結婚され
ました久保三千代さん（旧姓：網中）の紹介です。

「Yahoo! ロコ」 を通して
和歌山県内の情報を検索す
るとみなべ町の CM（バナ
ー広告）が表示されます。
●期間　５月１日～５月３１日
●ご覧になるには
①検索サイトで、和歌山県内

の地名とキーワード（例
えば、和歌山市

［

グルメ）
で検索。

②《Yahoo! ロコ》 と右 側
に付いた検索結果をクリッ
ク。

③画面に大きくみなべ町の
CM（バナー広告 下図グ
リーンの部分） が表示さ
れます。

④その部分をクリックしてご
覧ください。

☆お☆知☆ら☆せ☆

●議会や議会だよりへの意見や
感想を募集しています。
どんなことでもかまいません、
議会事務局または提案箱までお
寄せください。
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久保三
み

千
ち

代
よ

さん＆浩
ひろ

一
かず

さんご夫妻

《yahoo!ロコ》にみなべ
町のCMが登場します!!

どんなきっかけで、浩一さんと知り合いましたか？
→友人の知り合いで、たまたま一緒にお茶をした事がきっかけ。
みなべ町に嫁いできて感じたことは？

→南部高校に通っていたので、知らないところという印象はな
かったのですが、駅前や高校の辺りがすごくステキになって
いたので感動しました。
町での生活はどうですか？（楽しい結婚生活のエピソード
もあったらお聞かせください。）

→この 10年間で子ども３人を授かり、子育てをしていますが、
　みなべ町は福祉も充実していて、子育てについて不安をも
った事がなかったなぁと思います。ご近所の方にも恵まれ、
毎日楽しく過ごしています。
町に望むことはありますか？
→これからも町民の声が届くみなべ町であり続けてほしいです。
◎久保三千代さん、ご協力ありがとうございました。

Q

Q

Q

Q

「Yahoo! ロコ」 とは、今
いる位置や出かけたいエリ
ア、店舗などを検索すると、
その地域周辺の店舗や施設
などが地図と一緒に表示され
るサービスです。

画像はイメージです
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